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倫理基本問題検討小委員会の取組事項
倫理委員会より諮問された、次の４つのテーマを取り扱うことになった

議題１：倫理綱領の「日本建築学会は」という主語の問題、
用語、追記、組織と個人の倫理について

議題２：実名入り事例をまとめることにこだわるかどうかなど、事
例教材について

議題３：建築学会における指導員制度など、学会として倫理
にどう正面から取り組んでいくことができるか等について

議題４：法律・宗教・道徳などに対する倫理の位置づけにつ
いて2

倫理綱領・行動規範の
制定経緯

•倫理綱領・行動規範
検討委員会で1998
年に議論された
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検討経緯
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日本建築学会
倫理綱領・行動規範

•倫理綱領の
「日本建築学会は」
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議題１：倫理綱領の「日本建築学会は」
という主語の問題

＜第1回2024年3月8日議事録より＞
•他学会の綱領を過去に遡って前委員が調べ
たが、「日本建築学会」を主語とする他の学
会倫理綱領は見つからなかった。

• 「会員」とするのか、検討は必要と考える。そし
て会員に問う必要がある大きな課題であると
認識している。
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議題１：倫理綱領の「日本建築学会は」
という主語の問題

＜第1回2024年3月8日議事録より＞
•倫理綱領の件。その後の行動規範は主語が
すべて会員になっているので、このこと自体に
違和感はない。もし何か入れるとしたら、案と
しては、倫理綱領の最後のところを使命とする
ならば、そこに建築学会の会員は以下のよう
な使命を全うするために行動するなど、行動
規範との関係を示すことにすればよいのでは？
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議題１：倫理綱領の「日本建築学会は」
という主語の問題
＜第1回2024年3月8日議事録より＞

• 「会員は」としても、法人会員も含まれる

•建築学会は法人として人格をもつ。建築学会とい
う人格が、社会的役割をもっているかを最初に示
した上で、入会した会員が行動としてどうしたらよい
かをまとめている。その構成はわかりやすい。
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議題１：倫理綱領の「日本建築学会は」
という主語の問題

＜第２回2024年6月4日議事録より＞
•これまでの議論の記録（1988年議論経
過）が見られたので、よくわかった。村松氏の
建築雑誌への寄稿も行われており、この主語
に関する議論がかなり最終段階で行われたよ
うに理解される。綱領は社会に向かって発信
するもののため「学会」を主語とした、行動規
範は会員に向けたものとして位置づけた。
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議題１：倫理綱領の「日本建築学会は」
という主語の問題
＜第２回2024年6月4日議事録より＞
•今、この主語を変えようとするなら当初決めた以上の議
論をする必要がある。

•みなさんのご意見によれば、「綱領は学会、行動規範
は会員」との意見が多いように思われる

• もし文言を改訂するならば、倫理小委員会や倫理委
員会での機関決定がされていることや議論、解釈の記
述などが必要

•今後の改定の際にはこれらの議論をしっかり入れるべき
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議題４：法律・宗教・道徳などに対する
倫理の位置づけについて

•次回の小委員会で検討を予定
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ありがとうございました
倫理基本問題検討小委員会では、今後も、この議題
１につづき、次の議題に関して議論を続けてまいります。


